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　教育改革が求める“グローバル人材”は，どちらかといえば企業等の経済界の要求に応え，英語の実践力を有した人
材の育成に向かっている。しかし国際教育の中では，グローバル化されていく世界にあって，偏らない視点やコミュ
ニケーション能力を持ち，国際社会の諸問題に対し，自ら考え，判断し，行動できる人材や，多文化共存の方途を見
出すような人材育成の方向を重視すべきではないか。  
　これまでglobal citizenshipを重視し，豊かな国際感覚を養うこと，学際的な知識を広げ，コミュニケーションに臨
んでは表権力と受容の姿勢を持つ指導者の育成を目指してきた。本稿では学生の読書，情報社会におけるリテラシー，
コミュニケーション上の問題などを中心に，異文化の学生同士が共同学習を通して何を習得できるのか，方法の検討
と可能性を探った。
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Ⅰ.はじめに
　現在日本においては“グローバル人材”を育成する方
向で教育改革が進められている。その提言に見えるもの
は，これからの国際化の進展を考え，社会で活用できる
人材の必要性を強調するものが主軸をなす。しかし幾多
の研究者が指摘するように，その内実は企業等の経済界
の要求に応える人材，特に英語の実践力を有した人材の
育成を目指すものであると言えよう。
　他方で，世界がグローバル化されていく時に必要とさ
れているのは，英語という範疇に偏らないコミュニケー
ションの能力なのであり，日本を含めた国際社会の現状
に対し，各自が自分の頭で考え，判断し，行動できる人
材であったり，国際情勢を読み解くインテリジェンスで
あったり，他者との意思疎通を図り共存の方途を見出す
ような存在なのではないか。
　学校教育で長きに渡って取組まれてきた国際理解教育
も，本来はglobal citizenshipを重視し，豊かな国際感覚
を持った人材を目指すものではなかったか。
　筆者はこれまで，そのような国際人の育成に資するた
めの「文化」の知識および「コミュニケーション」の活
動をベースに，未来の教師となる受講生へ向けて，授業
を工夫し提供することを目指してきた。
　本研究の対象とした授業の中心的なテーマは，異文化
理解およびコミュニケーションである。文化を扱うため
の素地として学際的な知識を養っていくこと，そしてコ
ミュニケーションに臨んでは，自分を表現し相手を受容
する姿勢を持つように心がけなければならない。従って
授業の初回に調査を行い，受講生がそれらに関する現在
の自分のレディネスを自己評価しながら把握させるよう
にしている。また同時にその結果は指導上の方針・方法
としても反映されていく。
　そこで本稿では読書量，コミュニケーションに臨んだ
時の姿勢などを中心に，受講生の傾向や問題点への対処
法について検討を行なった。
Ⅱ.問題の所在
１.受講生の状況と課題
１－１.読書量
　近年の受講生を見ると，書籍を手にする頻度が減少し
ているように見受けられ，その読書量を調べるとかなり
少ない数値である。
　以下，授業開始時に行なっている調査について述べ
る。拙著『“国際理解教育”の影響と国際感覚に関する
考察』＊１で指摘したように，2012年の受講生ではマン
ガなどを含めても一か月当たりに読まれる量は平均約3
冊であった。その後2017年の授業開始時には平均2冊程度，
2018年は平均1.7冊になり，全く読まない者も全体の１/
４ほどを占めた。（表1）
（N=31）
2017年 2018年
読まない 6（21%） 9（27%）
1－2冊 18（64%） 19（58%）
3－4冊 0（ 0%） 3（ 9%）
5冊以上 4（14%） 2（ 6%）
N=28 N=33
表－１：読書量（１ヶ月当り）
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　このような傾向については，幾つかの点が要因として
推測できる。
　かつて「読書離れ」という言葉が盛んに言われ，2001
年からは文科省の推進により，学校では朝のHRの時間
などで読書に取り組んだりもされた。その効果か全国学
校図書館協議会の調査＊２によれば小学生の読書量は増
えているとの報告もある。しかし本授業の受講生はこの
取組みの対象になっていた者も多いはずだが，大学生に
なった時点では先の数値の通りである。大学生協などの
調査でも大学生は半数近くが本を読まないとある。
　これに関連してスマートフォン（以下スマホと表記）
の存在が注目される。言うまでもなく昨今ではスマホ社
会といって良いような状況がある。すなわち彼ら学生の
日常においては，ネットによる資料の検索がごく普通の
方法として定着しており，むしろ書籍を手に取ることは
時代遅れのように受け止められているのではないかとさ
え思われる。中には読書離れではなく，スマホで書籍を
読む方向に移行しているという見方もあるようだが，詳
細を見ると，一般的な単行本程度のボリュームを持った
本よりも，最近のアプリなどで提供されているような，
僅かな時間に読み終えることができる”本”にシフトし
ている傾向，そして書籍より安価なメディアを求める傾
向があるといわれている。
　このため大学生は図書館に足を運ぶ習慣が身に付いて
いるとは言い難く，日本の図書館でほぼ共通になってい
る図書分類法（日本十進分類法）や実際の図書館におけ
る配列について尋ねても，知っている学生は少数派であ
る。小学校以来12年間の学校教育を経て図書館を利用し
ているはずだが，いわゆる「調べ学習」を通して身につ
いたはずの習慣は，大学まで維持されていないことにな
る。例えばレポートの提出にあたっても，特に教員から
指定がない限り手元のスマートフォンを頼りに作成する
学生が数多く見受けられる。
　こうした状況から懸念されることは，文献などの専門
的資料から得られる知識が不足していること，その結果，
日常の限られた直接体験を補ってくれる書物からの間接
体験が少なくなっていること，そしてPISAなどの国際
調査で指摘される読解力の低下が，書籍を読む機会の減
少に伴って連鎖的に生ずること等である。
１－２．性格・傾向の自覚とコミュニケーション
　受講生が他者とのコミュニケーションを行なう際，長
所になると考えている自分の性格や傾向として挙げたも
のについて見ると，“長所”が“短所”の2倍以上のポイン
トを占める項目が，６年前＊１は「オープンな性格」，「根
気強い」，「好奇心が旺盛」が多く，その逆が「ボキャブ
ラリーが少ない」，「話題が少ない」「知識・教養が少ない」，
「消極的」，「表現力が乏しい」，｢自信がない｣ であった。
これが2017年になると，短所の2倍以上になった長所は
同じ３項目で，逆に長所の2倍以上のポイントを集めた
短所は「ボキャブラリーが少ない」，「知識・教養が少ない」，
「表現力が乏しい」の3項目であった。2018年に行なった
調査では前年と同じ項目にポイントが集中した。（表2）
　年度によって多少の順位が入れ替わるものの，受講生
がどのように自分の性向を自覚しているかについて見る
と，姿勢・態度面には評価が高く，知識面には低いこと
がわかる。他者に興味・関心を持ち，外向的であると感
じている半面，ボキャブラリ，知識・教養および表現力
などコミュニケーションの発信において基本になる要素
に自信がない様子が窺われた。
2017年 2018年
Yes No Yes No
気軽に声をかけられる 9 10 12 10
積極的である 8 5 12 9
ボキャブラリが多い 3 16 1 16
表現力がある 4 10 3 11
話題が豊富 7 9 8 10
知識・教養は多い 1 16 4 12
自信がある 3 5 7 12
先入観にとらわれない 8 5 9 7
好奇心が旺盛 12 3 20 3
根気強い 8 4 7 3
オープンな性格 8 2 15 1
（複数回答：表中の太字はポイントが対項目の２倍以上のもの）
表－２：コミュニケーション上の長所・短所
１－３．情報収集・判断能力
　社会にあふれる種々雑多な情報の中で生きているとい
うのが現代の学生を取り巻く現実である。情報は周辺の
地域とか国際社会であるとかの区別なくあふれ，彼らの
キャンパス・ライフの一部を形成している。
　そのような環境では，書物を利用することへの距離感
に比べると，スマホを用いてネットからの情報を探すこ
とには慣れている。授業で課せられたレポートも，スマ
ホを操作して簡単に手に入れた資料が多い。しかし情報
の利用の仕方を見ると，簡単な内容を引用したり，門外
漢が個人的見解を書いたとみられる内容を鵜呑みにして
いる傾向がある。そして提供されている内容があまり深
くなくとも，客観的・専門的な視点が欠けていても，ま
た信憑性が低くとも，気にかけずに利用しているケース
は少なくない。
　このような状態を情報教育的な視点から考えれば，甚
だナイーブに過ぎ，無防備でさえある。ならば，たまた
ま手にした一面的な情報に頼らず，然るべき文献によっ
て検証するような習慣を身につけることにも取組ませな
ければならないと考えた。
２.授業の活動・展開
　前述の傾向に鑑み，本授業での課題に対応して以下の
ような活動を授業の中に設定した。
２－1．書籍・資料を利用する活動
　大学ではレポートや卒業論文などを作成することを念
頭に置くと，適切な文献を見つけること，次に文献の内
容を正確に読み取ること，そしていろいろな知識や見解
を知り，そこから知識を増やし新たな見解を構築してい
くプロセスを身につける活動を必要がある。
　一方で図書館から遠のいた足を再び運ばせるには，書
籍がネットよりも興味深く，専門的な内容も豊富なこと
に気付かせること，またネットの情報だけで簡単に済ま
せてしまわないためには，表層的・一般的な課題設定で
はないこと，しかも「与えられた課題」ではなく，自ら
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知りたいと思うような ｢内なるモチベーション｣ が伴っ
ていなければならないと考えた。
２－２．意思疎通と異文化受容の活動
　文献に親しませる一方で，1年次や外国人の受講生が
多い状況（内訳は次項）にも配慮し，深さとともに親し
みが湧く活動になるような構成を組む必要がある。
　そこで２回の発表活動を組み入れ，日本人と留学生の
混成グループが協働する中で，異文化間の意思疎通をは
かり，生まれ育った背景が異なる他者と協調・受容し合
うことについて体験的に学び，対応の方途を探すよう実
践を行なった。
３．授業計画
３－１．受講生の構成
　今年度最終的に受講することになった学生の構成は，
日本人学生16名に対し留学生15名（中国10名・タイ２名・
韓国２名・台湾１名）と，ほぼ同数に近かった。異文化
理解の活動を行うことを考えれば，人数的に恵まれたシ
チュエーションということができよう。一般的な学部の
授業では得ることが難しい好条件であり，国籍に関して
は中国が多いものの，ローテーションをすれば様々な組
み合わせが可能になる。
　また日本人学生は英語選修が多いこと，留学生の日本
語力では中・上級者が多く，日本文化研究を専攻とする
学生が中心であるので，語学的な壁が低く日本文化につ
いての基本的な知識や関心を持っているというメリット
があり，共同学習が円滑に進むと期待された。そして学
生同士の話し合いが比較的容易であるということは，課
題の設定のしかた次第で，一面的，表層的なレベルから
より深められる学習も可能と言えた。
３－２．発表活動
　まず２名または３名でグループを作ることとした。　
ただし受講生の分布がほぼ同数だからといって日本人と
留学生のペアにしてしまうと，留学生は日本人以外と組
むことがない。したがって２名１組のほか３名１組のグ
ループを作ることにした。これによりローテーションを
すれば各回で異なる組合わせが可能になり，どの学生も
2カ国以上の国籍のクラスメイトと協働して課題に取組
めるようなプランが実現した。
　１回目：初回の発表は各自の背景として故郷の文化を
調べ，その中で育った自分という視点から考察を行なわ
せた。これをまとめて他の受講生（オーディエンス）に
伝えるのであるが，説明をするのはグループ内の他国の
メンバーによって行う。つまり文化の学習においては生
まれ育った地域を我がこととして，あるいは隣席の友だ
ちの地域を“身近なもの”に感じながら学ぶ。その後お
互いの情報を突き合わせながら，発表内容・方法を知恵
を合わせて作り上げていくのである。個人でばらばらに
行えば小さく自己完結しがちな発表も，他者紹介すなわ
ち他者への責任を負うことで，自ずと調べ方，準備のし
かたも変わってくるだろうと考えた。
　２回目：年中行事，通過儀礼などを調べ，自分以外の
国について説明することと，比較による考察を行う。
　１回目の発表で難しかった点については，考察を行い
各自がミニレポートを作成した。そこで記述したことが，
単なるレポート上の方便ではなく，次の機会には改善を
進め，どれほど向上したか，成功したかということを考
えさせる。
　またスキルだけではなく，お互いの調査やプレゼンテー
ションを聞きあう活動を経て，グループの数やその比較
する国の数だけさまざまな儀礼の形や，その意味する内
容について知ることになる。
　単に事象として儀礼を調べると，レポートのためのレ
ポートになりがちであるが，発表する対象が共に学ぶ異
文化の友だちの習俗であるときには，その興味の度合い
において，見知らぬ世界との距離はずっと近いものにな
る。なによりもメンバーみんなが協力するというプロセ
スが存在してこそ，話し合いの機会が作られる。また充
実した内容を発表したいという欲も生まれるため，相互
の文化について何を調べれば聞き手の評価を得られるか
を考えながら準備をすることになる。
　さらにグループのメンバーが同程度に準備や発表にか
かわらないとならないため，傍観的な態度でいることは
できない。それが強制されているという意識になると良
い学びにはならないが，普段から同じ机の隣に座り，何
回かの講義を受ける中で，互いに言葉を交わす機会もあ
る仲間に親しみを抱きつつ受講する状況となっている。
３－３．授業の流れ
　２回のプレゼンテーションは，大まかには次のような
構成の中で行われる。
　・講義
　・他者紹介（第１回発表）
　・講義
　・交流会
　・講義
　・儀礼発表（第２回発表）
　・評価
　毎回の講義の後は，ミニレポートとして分量は少ない
が，各自の学習のまとめと考察を書かせている。そして
内容の良いレポート，ユニークな視点のレポート，実体
験を交えて考察されたレポートの中から数人を選んで読
みあげさせ，聞き手の学生たちが，自分とは異なる意見
を参考にしたり，間接体験として学び，そこからさらに
考察を深められるようにした。
Ⅲ.結果と考察
　発表終了後に総まとめのレポートを課し，半期の活動
から各自が何を学んだか，どう考え対応したかについて
記述させた。質問に対しては自由記述で答えることとし，
回答の範囲をできるだけ制限することのないよう，選択
肢などは設けていない。
１.受講生の学び
　まず知識の面での学び・変化として何を挙げているか
を集計したものが表―3に示す回答である。
　最も多く挙げられているのは行事の起源や意味につい
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て調べた結果，どのような目的・意味を持っているかを
知ることができたということである。そこから見えるも
のがあること，自分がこれまで考えていたよりも深いも
のであること，同根の行事がさまざまな形に発展してい
くこと，行事を行う人々の心情がわかることなどを挙げ
ている。
細　目 pts
行事の目的・起源 行事の意味・起源を知った 9
23pts 中国に起源があるもの 4
起源が同じでも国ごとに違う発展 3
意味を知って見えてきたものがある 1
人々の願いがわかる 1
儀式によって特徴がある 1
思っていたより意味が深い 1
言葉の由来を知った 1
通過儀礼（歳祝い）の意味 1
儀礼をおこなう大切さを感じた 1
各国の共通点・相違点 形は違うものが同様の意味を持つ 3
11pts 伝説には似通ったところがある 2
行事と宗教・思想との関係の有無 2
各国と比較し類似や違いを捉えられた 2
同じ名称の行事だが意味が違う 1
各国のつながりを感じた 1
知らないことを自覚 知らないことを痛感 3
・学びの深まり 深く知らず表面的に理解していた 2
9pts 自分の地域になくても各地に存在する 1
自・他文化ともに理解が深まった 1
母国文化の知識が高まった 1
文化の豊富さを実感 1
現代との比較 現代は形が変わってしまった 2
9pts 存続の難しさ（文化の消滅） 2
今は失われつつあるものを大切に 1
重要なものが定着 1
現代も残っていることに感動 1
参加・実施状況が違う 1
行事復元の努力の状況を知った 1
行事で行うこと・物 用いるものの意味を知った・深めた 4
8pts 行われる内容(自国)を再確認 2
多様な要素で構成されている 1
先人の知恵を感じた 1
歴史的変遷 長い間変化し伝わっている 4
8pts 変遷からその時代がわかる 2
行事の歴史を知って驚いた 1
文化の逆輸入もあると知って驚いた 1
調べ方 図書を利用する意味を知った・利用した 3
5pts 情報の真偽について考えるようになった 1
意味を知ることが重要だ 1
周辺国の影響 周辺文化の影響が大きい・豊かになる 3
4pts 文化間の影響を及ぼす要素を知った 1
とらえ方・考え方 日本文化の考え方に魅力を感じた 1
4pts 昔の人の考えに敬意 1
行事を大切にしたい 1
行事に込める願いは同じ 1
地域のバリエーション 関西・関東などの違い 2
3pts 地理的要素の影響も大きい 1
表－３：学んだこと　1:知識面(複数回答)
　第２は同一の行事について比較し，共通点や相違点に
ついて気付いたことが挙げられた。儀礼には形は違って
いても同じ目的・意味で行われているものがあること，
逆に名称は同じでも異なる意味に変化したものがあり，
文化は異なっても似通っている点があること，宗教的影
響の有無，名称や内容の類似からは文化間のつながりを
感じたなどであった。
　第３としては現代との比較から分かったこと。たとえ
ば現代に行われている形が変化していることから，伝承
の難しさや消滅の危機を感じたこと，存続への努力や今
なお伝わっていることに感動したこと，改めて残された
物を大切にしたいと考えたことなどである。
　第４は行事で何が行われるのかや扱われる事物につい
てである。さまざまな所作や決まりごとを知り行事への
理解が深まったこと，改めて自文化を再確認したこと，
そこから先人の知恵を学んだことが挙げられている。
　同じく第４は歴史的変遷に関する記述である。行事は
長い間受け継がれていく中で変化を遂げていくこと，そ
の変化は時代を反映していること，変化には異文化の間
の行き来の跡が見られることがあげられている。
　次には自分自身の知識が不足していたことへの気づき
である。自国の文化というとなんとなく知った気になっ
ているものであるが，しかるべき文献・資料を手にして
調べてみると，自分が知らなかったことに気づく。今ま
で深く知らずにいたこと，知識を得て自・他ともに理解
が深まったこと，また自分が知らないあるいは自分の地
域に見られなくても，広く目を向けると各地にいろいろ
な形で残っていることがわかったり，その結果として文
化の豊富さが実感できたことなどが記述されている。
　また文化独自のとらえ方・考え方があることについて
は，自文化が持つ視点に魅力を感じたり，先人の知恵に
敬意をもったり共感を覚えたことや行事のとらえ方を大
切にしたいなどが挙げられた。
　行動的な側面の変化については，新たな調べ方を実行
したことで，今まではあまり縁がなかった図書館を利用
することの意味を知ったとか，情報そのものの真偽につ
いて考えるようになったこと，表面的な理解で終わらず
事象の意味を知ることが重要だ，などが挙げられた。
　以上から表面的に事象を知ったり，漠然と ｢お互いを
尊重することが大事だ｣ と考えるのではなく，異なる文
化の学生同士が共修するという活動を通して，一つ一つ
の異文化体験・内容が今までになく具体的な形で実感さ
れ，各自の心に印象付けられているのではないかと考えた。
２．学生同士の協力・連絡
　次の観点は学生相互の協力・連絡などに関してである。
発表までの準備活動では，知識を得ることが中心になる
が，これは２人３人のグループとして互いに協力しなが
ら進められる。相手の協力を得るには連絡を取るという
作業が入る。しかし専攻，学年，国籍の異なる学生であ
るから，カリキュラムも違うため空き時間が一致すると
は限らない。個人レベルの予定ではアルバイトなどもあ
る。そうした諸々の都合の中で，準備のための時間を確
保するには，相互に自分の立場を説明し，説得し，調整し，
譲り合うなどのプロセスを経なければならない。つまり
各自がバラバラに作業を進めていては，相手の国の文化
を説明したり共同で発表を行うというゴールには至らな
いのである。近年の学生は同調することに敏感な傾向が
指摘されるが，各自それぞれの都合がある以上，そうそ
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う相手に合わせてばかりはいられないし，簡単に自分の
予定を変更するわけにはいかない。意見が食い違う時に
自分の立場や状況を説明し相手を説得することが苦手だ
と思っている学生も，共同で取り組むためにはコミュニ
ケーション力を駆使し，どうすればお互いの関係がスムー
ズにいくか工夫することになる。ここに本授業の一つの
狙いがある。またスケジュール調整に加えて，メンバー
の負担・役割をどうするかという問題もある。日常の友
だち（同じ専攻）ではないメンバーとの作業では，作業
の量的配分をはじめ，それぞれの個性や得意分野・特技
などを知り，これらをどう生かすかということにも配慮
しなければならない。
　はたして活動を通して学生は何を考えたであろうか。
細　目 pts
分担 分担がうまくできた・工夫した 7
20pts 母国を調べ伝え合った（スムーズ） 5
得意なこと・できることを分担した 3
互いの母国について話し合った 2
留学生が原語資料の翻訳をした 2
相手の国を調べた　 1
内容の構成 話す内容の検討・調整を重ねた 9
18pts 全員が情報を共有する努力をした 5
わかりにくい点はないかチェック 2
レジュメの検討をした 1
協力して疑問点を解決 1
予定の合わせ方 定期的に集まった・何度も集まった 7
14pts 連絡をこまめにとった（調整した：含LINE） 4
時間が合わずに苦労・話し合い不足 3
時間の使い方 一緒に資料を調べた・練習した 7
12pts リハーサルを重ねた 4
多くの時間を掛けて話し合った 1
態度 メンバーが熱心・丁寧 3
9pts 意見が合わないときは難しい 2
快く引き受ける 1
他国のことも関心を持って臨んだ 1
全員が納得できる努力をした 1
チームワークをとる難しさを知った 1
コミュニケーション コミュニケーションの重要性を知った 4
9pts 言語の違いによる意思疎通の難しさ 2
自分の意見をきちんと伝えられた 2
お互いの文化をよく話し，深まった 1
その他 国の違いに関わらず同じ問題だ 1
2pts 楽しく過ごした 1
表ー４：学んだこと　2：人間関係・協力・連絡等(複数回答)
　表－４を見ると，最も多いのが分担に関する記述である。
分担を工夫しうまくいったという受講生によれば，第一
段階として各自の得意な部分から始めること，その結果
を持ち寄って話合いを行なっていくという方法がよりス
ムーズに作業を進める結果になったということであった。
　第２は内容の構成する時の工夫である。メンバー同士
が内容の検討をし，調整を行う。それにはメンバーみん
なが情報を共有する努力が欠かせない。さらに分かりに
くい点はないか，レジュメの書き方は適切かなどをチェッ
クし，疑問点を出し合って解決していくことが行われて
いる。
　第３に挙げられたのが予定の合わせ方，つまりスケ
ジュール調整である。LINEなどでこまめに連絡を取り
合ったという回答もあるが，それ以上に多かったのは，
定期的に集まり一定の回数を確保したことがよかったと
いうものである。スマホを使ったその時々の調整も効果
はあるが，初めから基本的な線を確保しておくことは各
自の行動の見通しがつきやすく，後々の活動がスムーズ
になるということである。
　もちろん時間がうまく合うとは限らず話合いが不足し
たという回答も見られたが，結果としてそれぞれ異なる
スケジュールの中で，なんとか話し合いの時間を確保し
ようといろいろ苦労を重ねたことが，満足を得られる学
びになったのではないかと考える。
　第４は第３と密接な関係にある。すなわちお互いに調
整しひねり出した時間を，どのように使ったかという内
容である。ここでは分担作業ではできないことや，共同
作業について記述されている。まず協力して資料を調べ
たこと，練習・リハーサルを重ねたこと，そして調整が
叶った貴重な時間を，話し合いを深めるための時間とし
て多くを費やしたことが述べられている。
　第５はお互いの態度についての記述である。メンバー
が熱心・丁寧に取組んだことをはじめ，快く分担を引き
受ける，互いの文化に関心を持つ，納得するまで努力す
るなどの態度が評価されている。逆に意見が合わない時
やチームワークが必要な時は難しいと感じ，この問題を
どうしたらよいか考えるきっかけになったと思われる。
　同じく第５は相互のコミュニケーションに関するもの
で，コミュニケーションをとることの重要性，言語の違
いにおける意思疎通，自分の意見を相手に伝わるように
する工夫，お互いがよく話し合って深い理解を得られた
ことなどである。前述の態度についての記述を意思疎通
の一つの側面とすれば，こちらのコミュニケーションに
関するものは，方法的な側面についての記述と捉えるこ
とができよう。
　その他の諸問題の受け止め方は，国が異なる学生でも
同じだという感触を持ったこと，活動の時間が楽しかっ
たことが記述されていた。
　以上から，受講生それぞれが“我がこと”として異文
化間の人間が協力をするという課題に向き合い，試行錯
誤しながらも対応の仕方を工夫したこと，うまくいかな
いことが存在する事実にも向き合い，具体的に状況を分
析し，対処の仕方を体験的に習得したことがわかる。
３．プレゼンテーションに関する方法・技術
　次に表－５は発表に関連した方法・技術についての学
びである。
　第１は資料作成をする過程における点が挙げられてい
る。まずパワーポイント（以下PPと表記）などの視覚
的な資料の利用についてであるが，単に便利な道具とし
て何となく使うのではなく，どのように利用するか使い
分けを考えており，聞き手が受ける視覚的な効果をねら
いとしている。これは授業の前半で行われた他者紹介の
際に，視覚資料や実物を提示した学生などのインパクト
が強かったという結果に基づいているが，今回はさら
にPP画面の情報量に配慮することや，PPには利点だけ
ではなく欠点があることも考えに入れている。また配布
資料としてレジュメを作成させているが，その内容や構
国際教育の指導者としての資質の変化に関する研究
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成に工夫をしたこと，読み手を考え分量を調整したこと，
日本語力の差に関わらず理解できるよう振り仮名をつけ
たこと等が分かった。
細　目 pts
資料作成 パワーポイントの利用・使い分け 9
26pts 視覚資料・実物の利用 8
PP画面の文字数・情報量 3
レジュメの作成方法・工夫 3
PPの利点と欠点を知った 1
分量の調整をする 1
ふりがなを付けることが大切 1
話し方 わかりやすくする方法・語彙の工夫 7
13pts 比較できるよう話す 3
適度な速度・抑揚に留意 2
内容を印象付ける工夫 1
調べ活動 資料を探す様々な方法が身についた 4
13pts 図書館の資料を探す難しさ・工夫 3
資料の内容の取捨選択の難しさ 2
書籍の優れた点を知った 1
多様な資料に基づいて作成した 1
情報収集の仕方を学んだ 1
興味・関心 レジュメ作成のアプリを利用した 1
4pts 印象付ける・関心を引くための工夫 2
PPを使わない方が話に集中する 1
時間 　　  3pts PPは印象に残る 1
練習　 　  3pts 時間配分の工夫 3
その他 リハーサルの重要性・何度も行った 3
6pts まとめ・情報選別の難しさ 2
他者の発表を参考にした 1
機器の利用技術の未熟 1
自分の経験を生かす 1
翻訳(技術)に苦労した 1
表－５：学んだこと　3：方法・技術(複数回答)
　
　第２は話し方に関するものである。第１の視覚に対し，
こちらは聴覚的な方法・技術への着目である。異なる文
化では用いられる語彙も違い，正しい理解や深い理解に
は専門的な用語による説明も必要とする。それらを受信
する聞き手が誤解したり困難が生じることのないように
伝えるにはどうしたらよいかを考えたことがわかる。まず
語彙を選ぶこと，相手にとって分かりやすいとはどうい
うことかを考え工夫したことを挙げている。また複数の
文化における事象を説明するに当たっては，聞き手が比
較しやすいように話すことが意識されている。そのうえ
で適切な速度や抑揚で話すことが必要であること，伝え
たい内容が印象に残るような工夫をしたことがわかった。
　第３は準備としての調べ活動についてである。先に述
べたとおり，昨今の学生の読書量は少なく，書籍を手に
取る頻度はさらに少ないことが分かっている。しかし卒
業論文などに取り組んだり，社会に出て仕事に必要な資
料を扱う時が来れば，しかるべき文献を読む必要が生じ，
それを収集，読解，まとめる等の力を養っておかなけれ
ばならない。本授業ではインターネットの情報だけで済
ませず，それらを糸口として文献を手に取ること，図書
館に馴染むことも課題とした。
　果たして発表に至る活動の中で学生の書籍離れはどの
ように変化したのだろうか。それに応える回答として図
書館に足を運び資料探しにあたったこと，その結果とし
て資料を見つけ出すことや，多くの内容から取捨選択す
ることの難しさを味わったことが記述されている。他方
で資料収集の方法を学んだこと，書籍の優れた点を知っ
たこと，多様な資料に基づいて準備ができたことが述べ
られている。また広くは情報収集の仕方を学んだこと，
アプリも併用して便利にレジュメを作成する方法を身に
つけたことが記述された。
　発表の練習段階では，時間配分を工夫したことととも
に，前回（他者紹介）の経験からリハーサルの重要性に
気付き，今回は何度も入念に行ったことが挙げられた。　
聞き手の関心を引く技術としていろいろ工夫したとも述
べており，PPを使うと印象に残ると考える者，反対に
聞き手がPPに気を取られず説明の言葉に集中するよう
に考えた者もあった。
　その他としては，資料を探すには様々な方法があり，
今回それを身につけることができたこと，まとめたり情
報選別（真偽の見極めなど）の難しさを学んだ者もあった。
また他者の発表や前回の自分の経験を生かすことができ
た者もある一方で，機器の利用技術が未熟だと自覚した
り，文化が異なるために翻訳に苦労した点などが挙げられた。
　以上，方法・技術的な側面の学びでは，第１回目の発
表の経験のうえに工夫が積まれたという記述が多く，発
信者の一方的な思いではなく伝える相手の存在が意識さ
れるようになったこと，そのためにどのような方法が有
効か具体的に考え実施できるようになったこと，機器を
利用する上で適切な観点を見出したことなど幾多の前進
が見られた。
４．授業の総まとめ
　授業を終了して全体を振り返った時，何を習得したか
を総まとめの形で記述させたのが表―６である。
細　目 pts
成果 近隣国の文化について知識が深まった 4
30pts 異文化を学ぶことは自文化を知ることである 3
言語能力、コミュニケーション力が身についた・向上した 3
文化は近隣国の影響を受けていることがわかった 2
プレゼンの準備をすることで協調の仕方を習得した 2
異文化とは海外文化だけではないと知った 2
他者との交流・共修から学ぶことが多かった 1
他者のレポートから学ぶことが多かった 1
ネットだけではわからない知識が身についた 1
文化から学ぶ知識の広さを知った・驚いた 1
知識を習得し、話題が広がった 1
自・他文化の中に共通点が多くあるとわかった 1
儀礼を学習し、両親等へ感謝の気持ちが生まれた 1
異文化、コミュニケーションが持つ深い意味を知った 1
共通点から学ぶことは多く、興味深い 1
事象の意味、由来まで知ることができた 1
発表のスキル・言語能力が上達した 1
「知る」と「理解」の違いを学んだ 1
自国の文化を知ってもらう楽しさを知った 1
レポートにより内容の理解、語彙力が向上した 1
重要なこと 自文化の知識・経験を深めることが重要 5
26pts 相手の文化に興味を持つ・関心を示すことが重要 3
率直に自分の意思を伝える・質問することが大切 3
まずは相手の人・文化を尊重する 2
様々なアプローチで伝えようとすることが大事 2
文化の背景を調べることが理解に結びつく 2
表－６：総まとめ(複数回答)
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異なることが”その人らしさ（魅力）”だ 1
知りたいという意欲を示すことが重要 1
異文化理解にはコミュニケーションが大切だ 1
文化を伝承していくことは重要 1
自分自身の教養を深め成長することが大切 1
指導者として教えるべき内容・方法を考える 1
資料とともに当該文化の人の話に耳を傾ける 1
人と人，文化間のつながりにも目を向ける 1
違和感があるところはよく話し合う 1
態度 優劣や先入観があっては理解できない 5
19pts 異文化・自文化ともに人への気遣いは大切 2
相手への包容力，受容的態度が大切 2
積極的に異文化の人と接するようになった 1
意欲・関心を持つことがコミュニケーションに繋がる 1
異文化の人との交流を楽しめるようになった 1
自分の「当たり前」を壊しオープンになれた 1
人として接すると相手の魅力に気づいた 1
自己を見つめ直し，理解が深まった 1
知識だけでなく理解の姿勢が大切だ 1
共通点を見つけることを意識するようになった 1
他者への接し方を考え直すきっかけになった 1
聞き手の立場に立ってプレゼンを行うようになった 1
人間の本質は同じ・コミュニケーションは平和の基本 1
自覚したこと 自文化の知識が少ないことに気づいた 3
13pts 異文化間コミュニケーションについて考察できた 2
自分の地域・家庭の文化が豊かだとわかった 2
これまでは一面的に異文化理解を捉えていた 1
自文化を見つめ新たな発見をした 1
文化というものを捉える難しさを知った 1
「知らない＝無い」と考えてはいけない 1
どの国も自国文化が消えたり，知らない状況がある 1
以前は異文化理解の視点がなかった（今回身についた） 1
意欲 相互の文化を学び，自文化への興味が高まった 2
9pts たくさんの人と出会い相互理解を深めていきたい 2
自・他の文化をもっと知りたい 1
身についた知識・教養を大切にしたい 1
習得した様々な視点を維持していきたい 1
今後も積極的にコミュニケーションをしていきたい 1
自らも勉強し，他の人とともに文化の伝承をしたい 1
活動 様々な国の人と交流する機会になった 3
9pts 身をもって学ぶことができる活動だった 1
今現在ある異文化に触れることができた 1
得た知識を実践によって達成できた 1
環境が文化に及ぼす影響に驚いた 1
人とのふれあいは留学の大きな成果 1
交流会を通して人間は大きな違いはないと分かった 1
その他 留学生と共修できるのは貴重な機会だ 2
7pts 授業を受講してよかった・感謝している 1
パーティーで異文化の友達が増えた 1
様々な国の人と共修することは楽しい 1
交流会は有意義・またやって欲しい 1
自国由来の行事が他国で定着・伝承されている感動 1
　最も多く書かれているのは受講前と比較した変容や成
果である。受講生の国々について「発表」という形で文
化学習に臨んだ結果，近隣の国への理解が深まったこと，
お互いの国の文化が影響を受け合っていることなどをは
じめ，異文化理解とは自文化を知ることであること，自
文化をしっかり学ぶことが取りも直さず異文化理解に結
びつくと述べている。また文化という学習対象は学際的
であるとともに，事象が意味するものには深い意味があ
るという発見をしたことが述べられている。
　他の受講生と一緒に学びあったことの成果も多く，他
者のレポートを聞きそこから自分とは異なる内容や視点
の存在を知ったこと，互いにコミュニケーションをとる
必要から母語も外国語も語彙が増え，伝え合う力がつい
たこと，コミュニケーションの基盤には相手への興味・
関心が重要なことに気付いたという内容が見られる。ま
たインタラクティブな活動による成果として，お互いに
自文化を伝え知ってもらう楽しさを味わったこと，体験
的に協調の仕方を身につけたことを挙げている。
　また自分の知識が広がり話題も増えたこと，お互いの
文化に共通する事象は多く，共通点の意味するものの考
察は興味深かったこと，その他単に ｢知っている｣ こと
と ｢理解する｣ ことの違いを学んだこと，調べるときに
日常用いていたネットの知識だけではわからないような
ことも学んだこと，そして儀礼を深く学んだ結果，それ
を行なってくれた両親等への感謝の気持ちが生まれたと
いうことであった。
　次に多いのは，受講を通して重要なものが見えてきた
という記述である。最も基本にあるのは自文化でありそ
の知識・経験を深めることが重要で，自分自身の教養が
深まれば成長することができると考えている。相手の文
化に対しては興味を持ち関心を示すこと，知りたいとい
う意欲を示すことが重要だとしている。それが相手文化
の尊重の形であるとも考えている。コミュニケーション
については，異文化理解に重要なことであり，素直に自
分の意思を伝えたり質問をすること，違和感があるとこ
ろはよく話し合う必要があること，様々なアプローチで
伝える努力をする大切さを述べている。
　「人」に関しては，“異なること”がその人らしさ・魅
力なのであり，当該文化の中にある人の話に耳を傾ける
こと，人と人のつながりや文化間のつながりにも目を向
けることが重要としている。
　そのほか文化は表面的事象だけでなく背景を調べるこ
とが理解に結びつくこと，文化を伝承していくことが重
要であること，それら全部を包含する形で指導者として
教えるべき内容・方法を考えなければならないことが挙
げられた。
　次には受講生自身の姿勢や態度についての記述である。
まず異文化との接し方において積極性が増し，交流を楽
しめるようになったという変化，異文化の人ばかりでな
く自文化の人も同様な気遣いが大切なこと，包容力や受
容的態度が重要だと考えたこと，自己を見つめ他者への
接し方を見直すきっかけになったことが挙げられている。
接する際には違いよりむしろ共通点を見出そうと意識し
たこと，先入観や偏見を脱し，自分の中の「当たり前」
から出てオープンになれたこと，理解の前提には自らの
姿勢も重要だと気付いたことなどが述べられている。
　とかく異文化理解というと外側の世界に目が行きがち
であるが，自分の周りの他者すべてへの気遣いがこの基
本であることに気付きつつあることが分かる。そして人
間としての本質は同じなのだと考え，お互いコミュニ
ケーションを丁寧にすることが平和への道の入り口であ
り，基本であるとしている。
　次は受講生が自覚した様々な内容が述べられている。
まず自身の知識の少なさ，異文化理解を一面的にしか捉
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えていなかったことなど，異文化理解の視点が欠如して
いたことの自覚である。したがって自分が知らないから
といって安易に自文化にはないと考えてはいけないとし
ている。また自分の地域や家庭に伝わっていた豊かな文
化を含む自文化の新たな発見があったこと，どの国でも
自文化が消えたり，そこにいる人々が知らなくなってし
まった状況があること，そして文化というものを伝える
難しさがここにあることに気づいたと述べている。
　全体的には異文化コミュニケーションについて考察で
きたこと，今回の活動で異文化理解の視点が身に付いた
ことが挙げられた。
　次には全活動を終えて意欲を新たにした内容が書かれ
ている。学習の結果，自・他文化ともに関心が深まり，
もっと知りたい・勉強したいという者，今後も積極的な
コミュニケーションを続けたいという者，せっかく身に
付いた知識や視点であるから大切に維持したいと考えた
者，体験的な学習活動を行ってより多くの人と相互理解
を深めたいという者，さらに学習を進めて得た文化を仲
間とともに伝承したい者などがあることがわかった。
　また授業で行われた種々の活動については，様々な国
の人と交流するきっかけになったこと，身をもって（体
験を通して）学ぶことができる活動だったこと，過去の
ものや間接的なものでない「現在そこにある」異文化に
触れられたこと，知識習得の次の段階としてそれらを実
践できたこと，リアルな「他者」として受講生同士がふ
れあい成果を得たこと，交流を通して人間は大きな違い
がないと分かったことが記述されている。
　その他のことでは自分の国の文化がお互いの国に伝わ
り定着していることに感動した様子が記述されている。
また留学生・日本人ともに国籍の違う学生たちと向き合
い共修する時間を持つことができたこと，これによって
友達が増えたことを喜び楽しんでいる様子がうかがわれた。
Ⅴ.おわりに
　本研究の対象とした授業の受講動機には，コミュニ
ケーションの力を伸ばしたいというものが上位を占めて
きた。学生の言う ｢コミュニケーションの力｣ にはどん
なイメージが含まれているかというと，まず語学力，主
に英語がうまくなりたいということがある。また活動の
一環に，学部が主催する留学生たちとの交流会に参加し，
“異文化”を体験的に学ぶ活動があるが，“外国の友だち”
を作ることへの期待もうかがわれる。ただそうしたこと
はコミュニケーションの入り口，きっかけに過ぎず，本
来のコミュニケーション能力を伸ばすには，自分と相手
の文化背景に鑑み，双方の違いを踏まえたメッセージの
受信のしかた，意思疎通を可能にするスキル，情報判断
のもとになる知識や洞察力などの基礎の部分なしにはで
きない。
　しかしコミュニケーション力をつけるには多面的な基
礎づくりが必要だとしても，その必要性を当の学生が痛
感しなくては，「楽しくお話しできればよい」という以
上に意欲がわくことには至らず，実際の学習行動にも現
れては来ない。
　本研究では，これらの実態を踏まえて授業プランを立
てた結果，先述した受講生の性格・傾向を改善し，コミュ
ニケーションを円滑に行うための新たなスキルを習得す
ることに一歩近づくことができたのではないだろうか。
　国際社会の実態を知り，国際感覚を身につけるという
課題に関して，学生のおかれた日常では，「国際社会」
とか「世界情勢」などは，実はあまり実感を伴わない概
念であるというのが現状である。小，中，高等学校で国
際的な問題を取り上げてはいるが，調べ学習を中心とし
そこで得た情報を基に，発表することをゴールとして終
了する。もちろん取り上げる問題の性質にもよるが，紛
争や摩擦，環境破壊，飢餓や貧困などは，地理的な面か
ら考えても遠い国の問題であることに違いなく，児童・
生徒そして学生にとって「外の世界の出来事」という距
離感は縮まらない。また多民族社会や異なる宗教がぶつ
かり合う様相などは，日本社会に暮らす彼らにとって，
リアルなテーマとは感じにくいが，諸学校の国際理解の
時間では ｢身近な問題｣ として考えさせようと苦心して
取り組んでいる姿がある。
　そもそも「身近なテーマ」とは何だろうか？　ともす
ると忘れがちなことであるが，“身近”であるためには
対象とする国の文化・社会について相応の知識を得てい
ることが必要で，これに基づいて理解を進めることが前
提になり，一定のレベル以上の学習が進むのである。こ
のステップにかける時間が学びの質とシンクロするが，
「総合的な時間」も減った今，その充実を図ることは些
か困難になっている。
　さらに諸学校の取り組みにおいては，先行の実践例を
離れ，少し別の角度からみるという視点も必要なのでは
ないか。例えば子どもが与えられた課題によって関心を
持たされることから，小さくとも内から湧いてくる興味
に従って他者を知ろうとするように視点が変わるとき，
本来の主体性や意欲が湧き出す感覚に気づくことができ
る。これが自分と世界との距離感が ｢身近｣ であると感
じることではないか。内から湧いてくる興味とは，たと
えば同じ机で学ぶクラスメイトが抱える問題であったり，
隣に座る友達と一緒にゴールを目指す途上に存在するの
ではないだろうか。
　今回の試みから，発表を前提にした共同の学習，共通
の課題に取り組むことを通して，実感の伴う変容があっ
たことが学生のレポートから散見され，漠然とした興味・
関心の段階から一歩進み，次の段階への学習意欲に結び
ついたのではないかと考える。
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